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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入射する光を画像情報に応じて変調して反射する反射型光変調装置と、
　入射する光を偏光分離する反射型偏光板と、
　前記反射型光変調装置の温度を測定する温度測定部材と、を備え、
　前記温度測定部材は、前記反射型光変調装置の前記光が入射する側とは反対側に設けら
れ、
　熱伝導性を有する熱伝導性部材を備え、
　前記熱伝導性部材は、前記反射型光変調装置の前記光が照射する側とは反対側に設けら
れ、
　前記温度測定部材は、前記熱伝導性部材を介して前記反射型光変調装置に設けられ、
　前記熱伝導性部材を前記反射型光変調装置に固定するとともに、前記温度測定部材を前
記熱伝導性部材に固定する固定部材を備えることを特徴とするプロジェクター。
【請求項２】
　請求項１に記載のプロジェクターにおいて、
　前記温度測定部材は、温度を測定する測定部と、前記測定部により測定された測定情報
を送り出す取出端子部と、を有し、
　前記固定部材は、前記測定部を前記固定部材と前記熱伝導性部材との間に固定し、前記
取出端子部を前記固定部材の前記熱伝導性部材が配置される側とは反対側に固定すること
を特徴とするプロジェクター。
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【請求項３】
　請求項２に記載のプロジェクターにおいて、
　前記固定部材は、
　前記温度測定部材の前記測定部が挿入される開口部と、
　前記開口部に挿入された前記測定部を前記熱伝導性部材へ押し付ける固定部と、
　前記熱伝導性部材が配置される側とは反対側に突出し、前記温度測定部材の前記取出端
子部と係合して前記温度測定部材を固定する突出起立部と、を有することを特徴とするプ
ロジェクター。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載のプロジェクターにおいて、
　前記固定部材は、熱伝導性を有する弾性体で構成されることを特徴とするプロジェクタ
ー。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載のプロジェクターにおいて、
　前記反射型光変調装置および前記反射型偏光板を支持する支持体を備え、
　前記支持体は、前記反射型光変調装置および前記反射型偏光板の間を略密閉空間とする
密閉構造を有することを特徴とするプロジェクター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、光源と、当該光源から出射された光束を変調する光変調装置と、変調された光束
を拡大投射する投射光学装置とを備えたプロジェクターが知られている。このようなプロ
ジェクターとして、透過型液晶パネル（透過型光変調装置）と、当該透過型液晶パネルを
挟む一対の偏光板とを備える構成が知られている。透過型液晶パネルの入射側には、入射
側偏光板が配置され、透過型液晶パネルの出射側には、出射側偏光板が配置されている。
　このようなプロジェクターでは、光源装置から射出された光束の一部を吸収することに
よる入出射偏光板、及び光変調装置の発熱等により、プロジェクター内部が高温になりや
すい。そのため、光変調装置周囲の温度を測定するための温度測定部材が、光変調装置の
近傍に設けられる。そして、プロジェクター内部に設けられた冷却用ファンは、温度測定
部材が測定した温度情報に基づいて空気を送風し、光変調装置周りの温度上昇を抑制する
（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、反射型液晶パネル（反射型光変調装置）を備えたプロジェクターも知られている
（例えば、特許文献２参照）。特許文献２に記載のプロジェクターでは、反射型液晶パネ
ルの入射側には、ワイヤーグリッド（反射型偏光板）が反射型液晶パネルに対して傾斜さ
れて配置される。ワイヤーグリッドを透過し、反射型液晶パネルにて変調されて反射され
た偏光光は、その偏光方向に応じてワイヤーグリッドを再び透過したり、ワイヤーグリッ
ドにて出射側に反射したりする。この出射側に反射した偏光光の光路中には、出射側偏光
板がワイヤーグリッドに対して傾斜されて配置される。また、反射型液晶パネル、ワイヤ
ーグリッド、及び出射側偏光板は、これらの間を略密閉空間とするように取付部材に固定
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－４７８２４号公報
【特許文献２】特開２００９－３６８１９号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献２に記載のプロジェクターにおいて、例えば、温度測定部材を
反射型液晶パネルとワイヤーグリッドとの間に設けても光変調装置周囲の温度を正確に測
定できずに、温度上昇を抑制できないという問題がある。
　特許文献２に記載のプロジェクターにおいては、入力信号の変化に伴う反射型液晶パネ
ル、ワイヤーグリッド、及び出射側偏光板の温度変化はそれぞれ異なり、周囲温度を測定
しても反射型液晶パネルより温度変化の大きいワイヤーグリッド、及び出射側偏光板の影
響を受けて光変調装置の温度を正確に測定するのが困難である。
【０００６】
　本発明の目的は、反射型光変調装置の温度を正確に測定して、反射型光変調装置の温度
制御を適切に行うことのできるプロジェクターを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のプロジェクターは、入射する光束を画像情報に応じて変調して反射する反射型
光変調装置と、前記反射型光変調装置に照射される光束及び前記反射型光変調装置で変調
された光束を偏光分離する反射型偏光板と、前記反射型光変調装置の温度を測定する温度
測定部材と、を備えたプロジェクターであって、前記温度測定部材は、前記反射型光変調
装置の背面側に設けられていることを特徴とする。
【０００８】
　本発明によれば、温度測定部材が、反射型光変調装置の背面側に設けられている。入力
信号に応じて温度変化が異なる反射型偏光板の影響を受ける光束入射側ではなく、光束入
射側の反対側に当たる背面側に温度測定部材を設けることにより、入力信号によらずに温
度変化が安定している反射型光変調装置の温度を正確に測定し、反射型光変調装置の温度
制御を適切に行うことができる。
【０００９】
　本発明のプロジェクターにおいて、前記反射型光変調装置、及び前記反射型偏光板を支
持する支持体を備え、前記支持体は、前記反射型光変調装置、及び前記反射型偏光板の間
を略密閉空間とする密閉構造を有することが望ましい。
【００１０】
　本発明によれば、支持体により、前記反射型光変調装置、及び前記反射型偏光板の間が
略密閉空間とされているので、反射型光変調装置の光束入射側で温度上昇した空気が背面
側へ流れ、背面側の温度が変動するのを防ぎ、反射型光変調装置の温度を正確に測定する
ことができる。
【００１１】
　本発明のプロジェクターにおいて、熱伝導性を有する熱伝導性部材が前記反射型光変調
装置に設けられ、前記温度測定部材は、前記熱伝導性部材を介して前記反射型光変調装置
に設けられることが好ましい。
【００１２】
　本発明によれば、温度測定部材が熱伝導性部材を介して反射型光変調装置に設けられて
いるので、反射型光変調装置や反射型偏光板を支持するための支持体に温度測定部材を設
けた場合に比べて、反射型光変調装置の間接的な温度を正確に測定できる。そして、この
間接的な温度測定情報に基づいて、反射型光変調装置周りの温度制御を適切に行うことが
できる。
【００１３】
　本発明のプロジェクターにおいて、前記熱伝導性部材を前記反射型光変調装置に固定す
るとともに、前記温度測定部材を前記熱伝導性部材に固定する固定部材を備えることが好
ましい。
【００１４】
　本発明によれば、固定部材によって熱伝導性部材が反射型光変調装置に確実に固定され
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るとともに、温度測定部材が熱伝導性部材に確実に固定されるので、熱伝導性部材や温度
測定部材の固定位置のずれが抑制される。そして、反射型光変調装置の熱が熱伝導性部材
へ確実に伝達されるので、反射型光変調装置の間接的な温度をより正確に測定できる。よ
って、この間接的な温度測定情報に基づいて、反射型光変調装置周りの温度制御を適切に
行うことができる。
【００１５】
　本発明のプロジェクターにおいて、前記固定部材は、熱伝導性を有する弾性体で構成さ
れることが好ましい。
【００１６】
　本発明によれば、固定部材が弾性体で構成されるので、熱伝導性部材及び温度測定部材
を固定部材の弾性力で確実かつ取り外し可能に固定できる。また、固定部材が熱伝導性を
有するので、反射型光変調装置で発生した熱を、熱伝導性部材を介して固定部材に伝達さ
せることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本実施形態におけるプロジェクターの概略構成を模式的に示す図。
【図２】本実施形態における光学装置の構成を示す分解斜視図。
【図３】本実施形態における固定部材を示す斜視図。
【図４】前記固定部材で温度測定部材を熱伝導性部材に取り付けた状態を示す斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
　〔プロジェクターの構成〕
　図１は、プロジェクター１の概略構成を模式的に示す図である。
　プロジェクター１は、光源から出射される光束を画像情報に応じて変調し、変調された
光束をスクリーン（図示略）上に投射する。このプロジェクター１は、図１に示すように
、外装を構成する外装筐体２と、投射光学装置としての投射レンズ３と、光学ユニット４
等を備える。
　なお、図１において、具体的な図示は省略したが、外装筐体２内において、投射レンズ
３及び光学ユニット４以外の空間には、プロジェクター１内部の各構成部材を冷却する冷
却ファン等を備えた冷却ユニット、プロジェクター１内部の各構成部材に電力を供給する
電源ユニット、及びプロジェクター１内部の各構成部材を制御する制御装置等が配置され
るものとする。
　この制御装置等の一つとして、プロジェクター１内部の温度を制御する温度制御手段が
配置される。この温度制御手段は、光学ユニット４の温度を測定する温度測定部材（例え
ば、後述のサーミスタ７）から送られる温度測定結果に基づいて、冷却ユニットの動作を
制御する。
【００１９】
　光学ユニット４は、前記制御装置による制御の下、光源から出射された光束を光学的に
処理する。この光学ユニット４は、図１に示すように、光源装置４１と、照明光学装置４
２と、色分離光学装置４３と、光学装置５と、これら各部材４１～４３，５を内部に収納
配置する光学部品用筐体４４とを備える。
　光源装置４１は、光源ランプ４１１及びリフレクター４１２等を備える。
　照明光学装置４２は、第１レンズアレイ４２１、第２レンズアレイ４２２、入射した光
束を略１種類の直線偏光光に変換する偏光変換素子４２３、及び重畳レンズ４２４を備え
る。
【００２０】
　色分離光学装置４３は、青色光を反射させるＢ光反射ダイクロイックミラー４３１Ａと
、緑色光及び赤色光を反射させるＧＲ光反射ダイクロイックミラー４３１Ｂと、がＸ字状
に配置されたクロスダイクロイックミラー４３１、緑色光を反射させるＧ光反射ダイクロ
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イックミラー４３２、及び２枚の反射ミラー４３３，４３４を備える。
【００２１】
　そして、光源装置４１から出射され照明光学装置４２を介した光束は、クロスダイクロ
イックミラー４３１に入射し、青色光成分と緑色光成分及び赤色光成分とに分離される。
　クロスダイクロイックミラー４３１にて分離された青色光は、反射ミラー４３３にて反
射され、光学装置５を構成する後述するワイヤーグリッド５１Ｂに入射する。
　また、クロスダイクロイックミラー４３１にて分離された緑色光及び赤色光は、反射ミ
ラー４３４にて反射された後、Ｇ光反射ダイクロイックミラー４３２に入射し、緑色光成
分と赤色光成分とに分離される。そして、緑色光は、光学装置５を構成する後述するワイ
ヤーグリッド５１Ｇに入射する。一方、赤色光は、光学装置５を構成する後述するワイヤ
ーグリッド５１Ｒに入射する。
【００２２】
　〔光学装置の構成〕
　図２は、光学装置５の構成を示す分解斜視図である。
　なお、図２では、説明の便宜上、光学装置５におけるＧ色光側のみを図示し、Ｒ，Ｂ色
光側の図示を省略しているが、Ｒ，Ｂ色光側もＧ色光側と同様に構成されているものであ
る。
　光学装置５は、図１または図２に示すように、反射型偏光板としての３つのワイヤーグ
リッド５１と、３つの反射型光変調装置５２と、３つの出射側偏光板５３と、色合成光学
装置としてのクロスダイクロイックプリズム５４と、３つの支持体５５（図２）と、を備
える。
　なお、図１では、説明の便宜上、赤色光側のワイヤーグリッドを５１Ｒ、緑色光側のワ
イヤーグリッドを５１Ｇ、青色光側のワイヤーグリッドを５１Ｂとしている。反射型光変
調装置５２及び出射側偏光板５３についても同様である。
【００２３】
　３つのワイヤーグリッド５１は、格子構造に基づく回折により入射した光束を偏光分離
する。各ワイヤーグリッド５１は、図１または図２に示すように、後述する支持体５５に
より、入射光束の光軸に対して略４５°傾斜した状態で配置される。そして、各ワイヤー
グリッド５１は、入射した光束のうち、偏光変換素子４２３で揃えられた偏光方向と略同
一の偏光方向を有する偏光光を透過させ、前記偏光方向に直交する偏光方向を有する偏光
光を反射させ、入射した光束を偏光分離する。
【００２４】
　３つの反射型光変調装置５２は、図２に示すように、装置本体としての反射型液晶パネ
ル５２１と、フレキシブル配線基板としてのＦＰＣ５２２と、保持枠５２３と、熱伝導性
部材としてのヒートシンク５２４とで構成されている。
　そして、各反射型光変調装置５２は、図１または図２に示すように、後述する支持体５
５により、各ワイヤーグリッド５１を透過した光束の光軸に対して反射型液晶パネル５２
１が略直交した状態でそれぞれ配置される。
【００２５】
　反射型液晶パネル５２１は、シリコン基板上に液晶が形成されたいわゆるＬＣＯＳ（Ｌ
ｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｏｎ　Ｓｉｌｉｃｏｎ）で構成されている。
　ＦＰＣ５２２は、前記制御装置と反射型液晶パネル５２１とを電気的に接続する。すな
わち、ＦＰＣ５２２の一端側は、反射型液晶パネル５２１における平面視矩形状の長辺（
鉛直軸に沿う方向）に相当する端部近傍に形成された外部回路接続端子（図示略）に圧着
等により電気的に接続されている。また、ＦＰＣ５２２の他端側には、コネクター（図示
略）が設けられ、当該コネクターを介して前記制御装置に電気的に接続する。
　このＦＰＣ５２２は、図２に示すように、略Ｌ字状に屈曲した形状を有する。そして、
ＦＰＣ５２２における屈曲した部分には、駆動用ＩＣチップ（図示略）が設けられている
。
【００２６】
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　前記駆動用ＩＣチップは、例えば、反射型液晶パネル５２１を駆動させるための駆動回
路の一部を含んで構成され、ＦＰＣ５２２に電気的及び機械的に固着されている。
　そして、反射型液晶パネル５２１は、前記制御装置からの画像情報がＦＰＣ５２２及び
前記駆動用ＩＣチップを介して入力されることで、前記液晶の配向状態が制御され、ワイ
ヤーグリッド５１を透過した偏光光の偏光方向を変調し、ワイヤーグリッド５１に向けて
反射する。反射型液晶パネル５２１にて変調され、ワイヤーグリッド５１に向けて反射さ
れた光束は、偏光変換素子４２３で揃えられた偏光方向に直交する偏光方向を有する偏光
光のみがワイヤーグリッド５１にて反射されてクロスダイクロイックプリズム５４に向う
。
【００２７】
　保持枠５２３は、反射型液晶パネル５２１を保持する平面視矩形状の部材であり、金属
等の熱伝導性材料から構成されている。保持枠５２３で保持された反射型液晶パネル５２
１は、反射型光変調装置５２が後述する支持体５５の第２側面５５２に固定されるので、
当該第２側面５５２に向かって配置される。保持枠５２３の端面には、図２に示すように
、後述する固定部材６の長手方向端部両側に係合可能な突起部５２３Ａが設けられている
。
【００２８】
　３つの出射側偏光板５３は、各反射型液晶パネル５２１にて変調されワイヤーグリッド
５１にて反射された偏光方向と略同一の偏光方向を有する偏光光を透過させる。すなわち
、ワイヤーグリッド５１及び出射側偏光板５３の双方を用いることで、ワイヤーグリッド
５１にて所望の直線偏光光以外の偏光成分が反射された場合であっても、出射側偏光板５
３にて前記偏光成分を除去する構成を採用している。
　そして、各出射側偏光板５３は、図１または図２に示すように、後述する支持体５５に
より、プリズム５４の各光入射面５４１にそれぞれ対向するように配置される。
【００２９】
　３つの支持体５５は、金属等の熱伝導性材料から構成され、Ｒ，Ｇ，Ｂの色光毎に配設
されるワイヤーグリッド５１、反射型光変調装置５２、及び出射側偏光板５３をそれぞれ
支持する。
　この支持体５５は、図２に示すように、横断面略直角二等辺三角形状を有する三角柱状
の中空部材であり、斜面である第１側面５５１、頂角を挟む第２側面５５２及び第３側面
５５３を備える。そして、各側面５５１～５５３には開口部５５４がそれぞれ形成されて
いる。
【００３０】
　第１側面５５１には、ワイヤーグリッド５１が固定される。また、第２側面５５２には
、反射型光変調装置５２が固定される。さらに、第３側面５５３には、出射側偏光板５３
が固定される。
　以上のように、各側面５５１～５５３にワイヤーグリッド５１、反射型光変調装置５２
、及び出射側偏光板５３がそれぞれ固定されることで、各開口部５５４が閉塞される。す
なわち、ワイヤーグリッド５１、反射型光変調装置５２、及び出射側偏光板５３の間を略
密閉空間とする密閉構造が形成される。そして、この密閉空間内に反射型液晶パネル５２
１の反射面が配置されることとなるので、ワイヤーグリッド５１や反射型光変調装置５２
の反射面への粉塵の付着を防ぐことができる。また、支持体５５は密閉構造となっている
ため、内部の空気の温度は変動するが、支持体５５の外部に及ぶ温度の影響は小さくなる
。
【００３１】
　ヒートシンク５２４は、平面視矩形板状の基板５２４Ａと、基板５２４Ａから突出する
複数のフィン５２４Ｂとを有する。ヒートシンク５２４には、反射型液晶パネル５２１及
び保持枠５２３から熱が伝達され、当該複数のフィン５２４Ｂから熱が放出される。ヒー
トシンク５２４は、金属等の熱伝導性材料から構成されている。
　基板５２４Ａのフィン５２４Ｂが突出する面とは反対側の面が、保持枠５２３の背面（
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支持体５５の第２側面５５２に対向する面とは反対側の面）に取り付けられる。ヒートシ
ンク５２４が取り付けられる側を反射型光変調装置５２の背面側とする。基板５２４Ａは
、接触面積を向上させるため、反射型光変調装置５２の背面側の形状に追従する形状を有
する。
　また、反射型光変調装置５２Ｇには固定部材６と、温度測定部材としてのサーミスタ７
が設けられている。３つの反射型光変調装置５２のうち、最も発熱が大きく温度が上昇し
やすい反射型光変調装置５２Ｇにサーミスタ７が設けられている。
【００３２】
　図３は、固定部材６の斜視図である。
　図４は、固定部材６でヒートシンク５２４及びサーミスタ７を保持枠５２３に対して固
定した状態を示す斜視図である。
　固定部材６は、ヒートシンク５２４を支持するとともに、ヒートシンク５２４を保持枠
５２３に対して固定し、サーミスタ７をヒートシンク５２４に対して固定する部材である
。
　固定部材６は、弾性材料で構成されるとともに、金属等の熱伝導性材料から構成される
のが好ましい。本実施形態では、固定部材６は、熱伝導性及び弾性を有する板バネ材から
構成される。
　固定部材６は、図３に示すように、平面視矩形状の本体部６Ａの短辺に略Ｌ字状に折り
曲げられて突出する突出部６Ｂを有する。この突出部６Ｂの先端側には側面開口部６Ｃが
形成されている。
　また、固定部材６は、図３に示すように、本体部６Ａの長辺の端部に、突出部６Ｂと略
同じ方向に向かって突出する爪部６Ｄを計４つ有する。爪部６Ｄは、当該長辺の両端に１
つずつ設けられ、対向する長辺に設けられた爪部６Ｄと対応する位置にある。
　固定部材６は、突出部６Ｂ及び爪部６Ｄの突出方向を保持枠５２３側に向け、ヒートシ
ンク５２４を挟みながら支持した状態で、側面開口部６Ｃを保持枠５２３に設けられた突
起部５２３Ａに対して引っ掛けることで、保持枠５２３に対して固定される。また、固定
部材６は、４つの爪部６Ｄをヒートシンク５２４の複数のフィン５２４Ｂ同士の間に進入
させるとともにフィン５２４Ｂの側面に引っ掛けてフィン５２４Ｂを挟み込むことで、ヒ
ートシンク５２４に対して固定される。ここで、固定部材６は、板バネ材で構成されるの
で、突出部６Ｂや爪部６Ｄを弾性変形させた状態で保持枠５２３やヒートシンク５２４に
対して固定すれば、固定力がより強固になる。また、固定部材６は弾性を有するので、ヒ
ートシンク５２４やサーミスタ７を取外し可能に固定することができる。
【００３３】
　固定部材６の本体部６Ａには、略矩形状に開口する本体開口部６Ｅが形成されている。
この本体開口部６Ｅには、平面視略矩形状の押圧固定部６Ｆが形成されている。この押圧
固定部６Ｆは、サーミスタ７をヒートシンク５２４に対して押さえつけて固定する。本体
部６Ａ及び押圧固定部６Ｆは、略同じ厚さで形成されている。
　押圧固定部６Ｆは、その長辺が本体部６Ａの長辺に沿うように配置され、連結部６Ｇを
介して本体部６Ａに連結されている。さらに、押圧固定部６Ｆは、その一方の短辺に爪部
６Ｈを有し、他方の短辺には突出起立部６Ｊを有し、突出起立部６Ｊが設けられた短辺近
傍には挿入開口部６Ｋを有している。
　爪部６Ｈは、前述の爪部６Ｄの突出方向と略同じ方向に突出する。そして、爪部６Ｈは
、固定部材６をヒートシンク５２４に固定する際に、フィン５２４Ｂの側面に引っ掛かっ
て、フィン５２４Ｂを挟み込む。
　突出起立部６Ｊは、本体部６Ａの面に対して略鉛直方向に起立し、その起立する方向は
、前述の爪部６Ｄ，６Ｈと反対である。
　挿入開口部６Ｋは、略矩形状に開口しており、突出起立部６Ｊ側から後述するサーミス
タ７の測定部７Ａが挿入される。また、挿入開口部６Ｋの一辺には、当該測定部７Ａを挿
入し易いようにガイド部６Ｌが形成されている。ガイド部６Ｌは、本体部６Ａの面に対し
て略斜め上方向に向かって突出する。
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【００３４】
　本実施形態におけるサーミスタ７は、ヒートシンク５２４を介して反射型液晶パネル５
２１の温度を測定する。図１又は図４に示すように、サーミスタ７は、温度を測定する測
定部７Ａと、測定部７Ａからの温度測定情報を送り出す取出端子部７Ｂとを有する。
　測定部７Ａは、ヒートシンク５２４のフィン５２４Ｂに密着して固定されることで、ヒ
ートシンク５２４の温度を測定する。
　測定部７Ａが挿入開口部６Ｋから挿入されて、押圧固定部６Ｆとヒートシンク５２４と
の間に潜り込むと、サーミスタ７の厚み寸法の分、押圧固定部６Ｆが持ち上げられ、板バ
ネ材から構成される押圧固定部６Ｆ及び連結部６Ｇは弾性変形する。そうすると、サーミ
スタ７は、押圧固定部６Ｆ及び連結部６Ｇが元に戻ろうとする力によって押圧され、ヒー
トシンク５２４に対して密着して固定される。
　取出端子部７Ｂは、測定部７Ａから２つに分岐して、一対の端子として形成されている
。この一対の端子はそれぞれ、前述した制御装置の一つである温度制御手段に接続される
。サーミスタ７がヒートシンク５２４に対して取り付けられるとき、この取出端子部７Ｂ
のそれぞれは、突出起立部６Ｊを間に挟んで分岐した状態となる。そのため、サーミスタ
７の位置ずれを防止できる。
　温度測定部材としては、サーミスタに限られず、熱電対や他の感温素子を用いることも
できる。
【００３５】
　上述した本実施形態によれば、以下の効果を奏する。
　サーミスタ７が、反射型光変調装置５２の背面側にヒートシンク５２４を介して設けら
れている。入力信号に応じて温度変化が異なるワイヤーグリッド５１の影響を受ける光束
入射側ではなく、背面側に配置することにより、入力信号によらずに温度変化が安定して
いる反射型光変調装置５２の温度を正確に測定し、反射型光変調装置５２の温度制御を適
切に行うことができる。
【００３６】
　支持体５５により、反射型光変調装置５２とワイヤーグリッド５１の間を密閉空間とさ
れているので、反射型光変調装置５２の光束入射側で温度上昇した空気が背面側へ流れ、
背面側の温度が変動するのを防ぎ、反射型光変調装置５２の温度を正確に測定することが
できる。
【００３７】
　固定部材６によって、ヒートシンク５２４を反射型光変調装置５２に確実に固定すると
ともに、サーミスタ７をヒートシンク５２４に確実に固定できるので、ヒートシンク５２
４やサーミスタ７の固定位置のずれを抑制できる。そのため、反射型光変調装置５２の熱
をヒートシンク５２４へ確実に伝達させ、ヒートシンク５２４の温度をより正確に測定で
きる。その結果、反射型光変調装置５２の間接的な温度をより正確に測定できる。
【００３８】
　固定部材６が弾性を有する板バネ材で構成されるので、ヒートシンク５２４及びサーミ
スタ７を固定部材６の弾性力で確実かつ取り外し可能に固定できる。
【００３９】
　固定部材６が熱伝導性を有する板バネ材で構成されるので、反射型光変調装置５２で発
生した熱を、ヒートシンク５２４を介して当該固定部材６に伝達させることができる。
【００４０】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる範
囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
　前記実施形態では、反射型偏光板としてワイヤーグリッド５１が用いられていたが、反
射型偏光板であれば、その他の構成でも構わない。
　例えば、反射型偏光板として、誘電体多層膜によって形成される偏光分離素子、液晶材
料等の屈折率異方性（複屈折性）を有する有機材料を層状に積層させた高分子系の層状偏
光板、偏りのない光を右回りの円偏光と左回りの円偏光とに分離する円偏光反射板と１／
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とに分離する光学素子、あるいは、ホログラムを利用したホログラム光学素子等を採用し
ても構わない。
【００４１】
・　　その他、上記実施形態において、サーミスタ７は、押圧固定部６Ｆにて固定されて
いるが、図４に示すような固定部材６に対して略中央の位置に限られない。例えば、本体
部６Ａの端部側にサーミスタ７を固定してもよい。
【００４２】
　また、上記実施形態では、ヒートシンク５２４を介してサーミスタ７を反射型光変調装
置５２に固定していたが、これに限られない。例えば、サーミスタ７を反射型光変調装置
５２に直接固定してもよいし、反射型光変調装置５２及びヒートシンク５２４の間に挟ん
で固定してもよい。
【００４３】
　さらに、上記実施形態では、Ｇ色光側の光学装置５について示したが、これに限られず
、Ｒ色光側やＢ色光側に本発明を適用してもよいし、ＲＧＢそれぞれの色光側に本発明を
適用してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　本発明は、プロジェクターに好適に利用することができる。
【符号の説明】
【００４５】
　１…プロジェクター、５１…ワイヤーグリッド（反射型偏光板）、５２…反射型光変調
装置、５２４…ヒートシンク（熱伝導性部材）、６…固定部材、７…サーミスタ（温度測
定部材）

【図１】 【図２】
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